
国際交流学部国際交流学科 3年 

留学先：マウントアリソン大学（カナダ） 

留学期間：2026年 5月～2026年 8月 

 

・留学を決めたきっかけや目的 

私はもともとリスニングが特に自信がなく、聞き取れない場面が授業であったり、英語で話す際も同じ表

現を何度も使いがちだったため、より自然な英語表現と語彙力を身につけたいと考え、留学を決めまし

た。また、アルバイト先で外国から来られてお客様に対応をする際、先生方は聞き取ってくれた英語も

通じなかったことがあり、ネイティブにも通用する英語を話せるようになるのが目標でした。 

日本語の通用しない環境で勉強をすることは、恥ずかしがらずに堂々と英語に話す挑戦ができるチャン

スだと思います。さらに、英語学習以外にも日本とは違う国を知ることで、考え方や視野も広げられると

考えました。 

・留学中に意欲的に取り組んだこと、その成果 

少人数なので受け身ではなく、参加した方が自分も授業を楽しめると思い、どの授業でも積極的に発言

をしました。日本人の多い環境だからこそ、つい日本語で話したくなってしまい、日本語で話して話して

しまう場面もあると思います。しかし、日本人が多いことを言い訳にせず、ゲストスピーカーの方に質問し

たり、授業前に早めに行くと先生と話せたり、授業後に先生やカナダでできた友達と一緒に外食をしたり

と、日本人が多い環境であってもチャンスはたくさんあるので、楽しみながら意味のある留学にするため

に積極的に取り組みました。その結果、コミュニケーション能力が以前よりも上がり、関心意欲態度の

MVP も２つ取ることができました。 

・ これから留学を考えている方へのアドバイス 

私は、今自信がない人、成長したい人ほど留学に行くべきだと思います。大学生の休みの日はついバ

イトばかりになりがちですが、ここでは集中して勉強にも取り組めます。課題や授業、テストを一緒に乗り

越えた仲間は一生の友達になり、日本に帰ってからもネイティブの友達は英語学習の助けになると思い

ます。留学で授業以外の時間は暇で結局怠けてしまって成長できなかったということをたまに聞きます。 

しかし、このプログラムは全く違っていて、毎日が輝いていて、充実していてました。目まぐるしく過ぎて

いった３か月でしたが、どれも人生最高の素敵な思い出になったのでぜひ多くの人にも体験してほしい

と思います。 

 


